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調 査 の 概 要 
 

１ 調査の目的  人口動態調査は，我が国の人口動態事象を把握し，人口及び厚生労働行政施策の基礎 
資料を得ることを目的とする。 

 

２ 調査の対象及び客体 
「戸籍法」及び「死産の届出に関する規程」により届け出られた出生，死亡，婚姻， 

離婚及び死産の全数を対象としているが，本概況では平成２９年に日本において発生し 
た日本人の事象を客体とした。 

 

３ 調査の期間 平成２９年１月１日から平成２９年１２月３１日 

 

４ 調査の方法  市区町村長は，出生，死亡，婚姻，離婚及び死産の届書に基づいて人口動態調査票を 
作成する。 

 

５ 報告の系統 市区町村 保健所 都道府県  厚生労働省 

  保健所を設置する市・特別区 
 

６ 結果の集計 集計は，厚生労働省政策統括官（統計・情報政策担当）で行った。 
 

 

利用上の注意 

 １ 表章記号の規約 

    

 

 

 

 
なお，掲載の数値は四捨五入してあるので，内訳の合計が「総数」に合わない場合がある。 

 

２ 用語の説明 

 
 

 

３ 比率の解説 

               年間出生数 

   出 生 率＝                 ×1,000 

               10 月１日現在の日本人人口 

  

               年間死亡数 

   死 亡 率＝                 ×1,000 

             10 月１日現在の日本人人口 

  

自 然  増  減：出生数から死亡数を減じたもの乳児  

死  亡：生後１年未満の死亡 

新 生 児 死 亡：生後４週未満の死亡 

早期新生児死亡：生後１週未満の死亡 

死 産：妊娠満１２週以後の死児の出産 

周 産 期 死 亡：妊娠満２２週以後の死産に早期新生児死亡を加えたもの  

 自然死産と人工死産：人工死産とは，胎児の母体内生存が確実であるときに，人工的処置（胎児又は附属物に対す

る措置及び陣痛促進剤の使用）を加えたことにより死産に至った場合をいい，それ以外はすべて自然死産とする。 

合計特殊出生率：１５歳から４９歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので，１人の女性が仮にその年次（期間

合計特殊出生率）の年齢別出生率で一生の間に生むとしたときの子ども数に相当する。（実際に１人の女性が一生の

間に生む子ども数はコーホート合計特殊出生率である。） 

計数のない場合                     － 

統計項目のありえない場合                ・ 

計数不明又は計数を表章することが不適切な場合      … 

比率が微小（0.05 未満）の場合             0.0 

減少数（率）の場合                   △ 
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          年間乳児死亡数 

   乳 児 死 亡 率＝              ×1,000 

               年間出生数 

 

               年間新生児死亡数 

   新生児死亡率＝                ×1,000 

              年間出生数 

 

                年間自然増減数 

   自 然 増 減 率＝               ×1,000 

            10 月１日現在の日本人人口 

 

                  年間死産数 

   死 産 率＝                     ×1,000 

            年間出産数（年間出生数＋年間死産数） 

 

    （注）死産率，自然死産率，人工死産率の出産数は，出生数と死産数の合計である。 

 

            年間自然死産数 

   自 然 死 産 率＝           ×1,000 

             年間出産数 

 

            年間人工死産数 

   人 工 死 産 率＝           ×1,000 

             年間出産数 

 

              年間周産期死亡数 

   周産期死亡率＝               ×1,000 

             年間出生数＋妊娠満 

 

（注）周産期死亡率の出産数は，出生数と妊娠満 22 週以後の死産数の合計である。 

 

              年間婚姻届出件数 

   婚 姻 率＝               ×1,000 

             10 月 1 日現在の日本人人口 

 

               年間離婚届出件数 

   離 婚 率＝                ×1,000 

             10 月 1 日現在の日本人人口 

         

４ 市区町村別の表章は，出生は子の住所，死亡は死亡者の住所，死産は母の住所，婚姻は夫の住所， 

離婚は別居する前の住所による。 
 

５ 平成 29 年の死亡数及び死因の分類名については，「疾病及び関連保健問題の国際統計分類第 10 回 

改訂（IDC-10（2013 年版）」に準拠して設定される「疾病、傷害及び死因の統計分類（平成 27 年 2 

月 13 日 総務省告示第 35 号）」によるものである。 
 

６ 平成 29 年 10 月 1 日時点の市区町村について取りまとめたものであり，諸率の算出のために分母に 
用いた人口は，全国及び都道府県は総務省統計局「人口推計（平成 29 年 10 月 1 日現在）」，指定 
都市及び東京都区部については各指定都市及び東京都が推計した平成 29 年 10 月 1 日現在総人口， 

市区町村及び広域は宮城県震災復興・企画部統計課の平成 29 年 9 月末現在の住民基本台帳の人口
を用いた。 
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 結 果 の 概 要 
 

平成２９年人口動態統計 (確定数)の宮城県分は，次のとおりである。 

 

 
１ 結果の要約 

 
(1) 出生数は減少 

出生数は 16,681 人で，前年の 17,399 人より 718 人減少した。また，出生率（人口千対）は 7.2 で，

前年の 7.5 を 0.3 下回った｡ 

なお，合計特殊出生率は 1.31 であり，前年の 1.35 を 0.04 下回った。 

   出  生  率  宮城県  7.2   全 国  7.6  全国 26 位（前年 25 位） 

   合計特殊出生率  宮城県  1.31   全 国  1.43  全国 44 位（前年 43 位） 

 

(2) 死亡数は増加 

死亡数は 23,973 人で，前年の 23,523 人より 450 人増加し，死亡率（人口千対）は 10.4 で前年

の 10.2 を 0.2 上回った｡ 

   死  亡  率  宮城県  10.4   全 国  10.8  全国 36 位（前年 36 位） 

 

死因別では，悪性新生物，心疾患，脳血管疾患が上位を占めている。 

 

   

  死亡数 死亡率 死亡総数に占める割合 

第１位 悪性新生物(前年 1 位) 6,740(人) 292.4(人口 10 万対) 28.1(%) (前年 28.4%) 

第２位 心 疾 患(前年 2位) 3,894 168.9 16.2 (前年 15.7%) 

第３位 脳血管疾患(前年 3 位) 2,382 103.3 9.9 (前年 9.9%) 

 

    また，乳児死亡数は 33 人で，前年の 40人より 7人減少し，乳児死亡率（出生千対）は 2.0 で

前年の 2.3 を 0.3 下回った。 

 
(3) 自然増減数は減少 

出生と死亡の差である自然増減数は△7,292 人で，前年の△6,124 人より 1,168 人減少し，自然増

減率（人口千対）は△3.2 で前年の△2.6 を 0.6 下回った。 

自 然 増 減 率 宮城県 △3.2 全 国 △3.2 全国 13 位（前年 12 位） 
 

(4) 死産数は減少 

死産数は 357 胎で，前年の 402 胎より 45 胎減少し，死産率（出産千対）は 21.0 で前年の 22.6 を 

1.6 下回った。 

 
死  産  率 宮城県 21.0 全 国 21.1 全国 22 位（前年 13 位） 
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(5) 婚姻件数は減少 

婚姻件数は 10,658 組で，前年の 11,160 組より 502 組減少し，婚姻率（人口千対）は 4.6 で前年

の 4.8 を 0.2 下回った。また，平均初婚年齢は，次のとおりである。 

婚  姻  率  宮城県 4.6 全 国 4.9 全国 14 位（前年 9 位） 

平 均 初 婚 年 齢 宮城県    夫 31.0 歳 妻 29.4 歳 

全 国 夫 31.1 歳 妻 29.4 歳 
 

(6) 離婚件数は減少 

離婚件数は 3,745 組で，前年の 3,790 組より 45 組減少し，離婚率（人口千対）は 1.62 で前年の 

1.64 を 0.02 下回った。 

離  婚  率 宮城県 1.62 全 国 1.70  全国 28 位（前年 31 位） 
 

 

表１ 人口動態総覧（対前年比較） 

 

対前年比

平成２９年 平成２８年 対前年増減 平成２９年 平成２８年 H29/H28

出生 16,681 17,399 △ 718 7.2 7.5 95.9

死亡 23,973 23,523 450 10.4 10.2 101.9

　乳児死亡 33 40 △ 7 2.0 2.3 82.5

　　新生児死亡 15 24 △ 9 0.9 1.4 62.5

自然増減 △ 7,292 △ 6,124 △ 1,168 △ 3.2 △ 2.6 …

死産 357 402 △ 45 21.0 22.6 88.8

　自然死産 175 174 1 10.3 9.8 100.6

　人工死産 182 228 △ 46 10.7 12.8 79.8

周産期死亡 60 64 △ 4 3.6 3.7 93.8

　妊娠満22週以後の死産 49 44 5 2.9 2.5 111.4

　早期新生児死亡 11 20 △ 9 0.7 1.1 55.0

婚姻 10,658 11,160 △ 502 4.6 4.8 95.5

離婚 3,745 3,790 △ 45 1.62 1.64 98.8

対前年比

平成２９年 平成２８年 対前年増減 平成２９年 平成２８年 H29/H28

出生 946,146 977,242 △ 31,096 7.6 7.8 96.8

死亡 1,340,567 1,308,158 32,409 10.8 10.5 102.5

　乳児死亡 1,762 1,929 △ 167 1.9 2.0 91.3

　　新生児死亡 833 875 △ 42 0.9 0.9 95.2

自然増減 △ 394,421 △ 330,916 △ 63,505 △ 3.2 △ 2.6 …

死産 20,364 20,941 △ 577 21.1 21.0 97.2

　自然死産 9,740 10,070 △ 330 10.1 10.1 96.7

　人工死産 10,624 10,871 △ 247 11.0 10.9 97.7

周産期死亡 3,309 3,518 △ 209 3.5 3.6 94.1

　妊娠満22週以後の死産 2,683 2,841 △ 158 2.8 2.9 94.4

　早期新生児死亡 626 677 △ 51 0.7 0.7 92.5

婚姻 606,952 620,707 △ 13,755 4.9 5.0 97.8

離婚 212,296 216,856 △ 4,560 1.70 1.73 97.9

注２：下線が引かれた数値は，2004・2006・2009～2017年（平成16・18・21～29年）の報告漏れ（2019年３月29日厚生労働省公表）によ

る再集計後の数値である。

注１：出生・死亡・自然増減・婚姻・離婚率は人口千対。乳児・新生児・早期新生児死亡率は出生千対。死産率は出産（出生＋死産）千

対。周産期死亡率及び妊娠満22週以後の死産率は出産（出生＋妊娠満22週以後の死産）千対である。

全国

実　　　　　数 率

宮城県

実　　　　　数 率
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表２ 宮城県平均発生間隔及び一日平均件数 
平 均 発 生 間 隔 
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２ 出 生 

 
平成 29 年の出生数は 16,681 人で,前年の 17,399 人より 718 人減少した。また,出生率（人口千対）

は 7.2 で前年の 7.5 を 0.3 下回った。全国順位は 26 位となっている。（表１）出生数・出生率とも

第２次ベビーブーム期（昭和 46～49 年）が去ってから，一時的な増加はあるものの，低下傾向とな

っている。（統計表第１表・第２表）出生率を広域圏･市町村別にみると,広域圏別では仙台都市圏が

8.0 と最も高く,続いて大崎圏 6.4，石巻圏 6.2，登米圏 6.1，仙南圏 5.8，気仙沼･本吉圏 5.0，栗原

圏 4.7 となっている。 

市町村では,最も高いのは大和町 10.3 で,続いて名取市 9.0,多賀城市 8.6,利府町 8.2,仙台市 8.0 と

なっている。一方,最も低いのは七ヶ宿町 3.5 で,続いて大郷町 3.7,女川町及び丸森町 3.9，川崎町及

び七ヶ浜町が 4.2 となっている｡（統計表第４表） 

合計特殊出生率は,低下傾向であり,平成 16 年,17 年は 1.24 と過去最低となった。平成 18年,19

年,20 年は３年連続で前年を上回ったが,平成 21年以降,低下,上昇を繰り返し,平成 29 年は 1.31 で前

年の 1.35 を 0.04 下回った。（統計表第２表） 

なお，合計特殊出生率の推移を母の年齢（５歳階級）別にみると，平成 29年は前年と比べ 35～39

歳と，45～49 歳の階級では上昇し，その他の階級では低下しており，最も合計特殊出生率が高いのは，

30～34 歳となっている。（表４） 
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表３ 宮城県出生数・出生割合の年次推移，母の年齢（５歳階級） 

 
 
 

 

 

 

表４ 宮城県合計特殊出生率の年次推移，母の年齢（５歳階級）別 

 

 
 

 

昭和４０年 昭和５０年 昭和６０年 平成７年 平成１７年 平成２７年 平成２８年 平成２９年

  合    計 2.08 1.96 1.80 1.46 1.24 1.36 1.35 1.31

 

１５～１９歳 0.012 0.018 0.021 0.019 0.027 0.019 0.018 0.016

２０～２４ 0.627 0.572 0.352 0.220 0.206 0.152 0.140 0.130

２５～２９ 0.983 0.958 0.905 0.594 0.421 0.414 0.411 0.393

３０～３４ 0.376 0.341 0.426 0.486 0.397 0.476 0.477 0.468

３５～３９ 0.069 0.064 0.082 0.128 0.166 0.252 0.250 0.251

４０～４４ 0.015 0.008 0.007 0.014 0.022 0.049 0.051 0.050

４５～４９ 0.002 － 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.002

※下線が引かれた数値は，2004・2006・2009～2017年（平成16・18・21～29年）の報告漏れ（2019年３月29日厚生労働省公表）によ

る再集計後の数値である。
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３ 死 亡 

 
(1) 死亡数・死亡率 

平成 29 年の死亡数は 23,973 人で前年の 23,523 人より 450 人増加し，死亡率（人口千対）は

10.4 で前年の 10.2 を 0.2 上回った。宮城県の死亡率は全国的には低く，全国の順位は 36 位となっ

ている。（表１） 

死亡率を広域圏・市町村別にみると,広域圏別では栗原圏が 17.1 と最も高く,続いて気仙沼・ 本

吉圏 14.9，登米圏 14.7，仙南圏 13.6，大崎圏 13.2，石巻圏 12.2，仙台都市圏 8.7 となっている。 

市町村別では最も高いのは七ヶ宿町 28.6 で，続いて丸森町 19.3，色麻町 18.4，大郷町 17.4，栗

原市 17.1 となっている。一方，最も低いのは富谷市 5.1 で，続いて利府町 6.3，仙台市 8.1，名取

市 8.4，多賀城市 8.8 となっている。（統計表第４表） 

 
(2) 死 因 

① 死因順位 

平成 29 年の死亡数･死亡率（人口 10 万対）を死因順位別にみると，第１位は悪性新生物で 

6,740 人(死亡率 292.4)であり，第２位は心疾患 3,894 人(死亡率 168.9)で，第３位は脳血管疾患 

2,382 人(死亡率 103.3)となっている。（表５） 

平成 29 年死因順位の上位３位について全死亡数に占める割合をみると，悪性新生物は 28.1 

％(前年 28.4％)，心疾患は 16.2％(前年 15.7％)，脳血管疾患は 9.9％(前年 9.9％)であった。 こ

れらの三疾患による死亡数が全死亡数に占める割合は 54.3％となっている。（表５） 

② 性別死因 

平成 29 年の死因を性別に構成割合でみると，男女ともに悪性新生物の割合が最も高く，次い

で心疾患，男は第３位は脳血管疾患,第４位は肺炎，女は第３位は老衰,第４位は脳血管疾患の

順位となっている。悪性新生物，心疾患及び脳血管疾患の三疾病の全死亡に占める割合は，男

56.8％，女 51.6％となっている。（表６） 
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表５ 死亡数・死亡率（人口 10 万対）・死因順位 
 

 
 

  

表６ 宮城県死亡数・死亡率（人口 10 万対）・死因順位・性別 
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４ 婚 姻 

 
平成 29 年の婚姻件数は 10,658 組で前年の 11,160 組より 502 組減少し，婚姻率（人口千対）

は 4.6 で前年の 4.8 を 0.2 下回った。全国順位は 14 位となっている。（表１）婚姻率は，昭

和 40年代後半に昭和 22～24 年の第１次ベビーブーム期に出生した人々が結婚適齢期に入った

ことにより２回目のピークを迎え，その後は低下に転じ，昭和 50 年代後半以降は増加減少を

繰り返しながら，ゆるやかな減少傾向で推移している。（統計表第２表） 

婚姻率を広域圏・市町村別にみると，広域圏別では仙台都市圏が 5.2 と最も高く，続いて石

巻圏 4.1，大崎圏 4.0，仙南圏 3.5，気仙沼・本吉圏 3.3，登米圏 3.1，栗原圏 2.7 となってい

る。市町村別では，最も高いのは大和町 6.4 で，続いて多賀城市 5.7，仙台市 5.4 及び女川町

5.4，大河原町 4.8 となっている。一方，最も低いのは七ヶ宿町 1.4 で，続いて村田町 2.0，

大衡村及び丸森町 2.6，栗原市 2.7 となっている。（統計表第４表） 

なお，宮城県の平均初婚年齢は，夫 31.0 歳，妻 29.4 歳である。前年と比べて夫は同値，

妻は 0.1 歳上昇しているが，全国平均初婚年齢と比較すると、夫は 31.1 歳を下回り，妻は

29.4 歳と横並びとなって いる。（表７） 

 

表７ 平均初婚年齢 

 

 

５ 離 婚 

 
平成 29 年の離婚件数は 3,745 組で前年の 3,790 組より 45 組減少し,離婚率（人口千対）は 1.62

で前年の 1.64 を 0.02下回った。全国順位は 28位となっている。（表１） 

離婚率は，全国と同様に平成 14 年をピークに増加減少を繰り返しながらも,ゆるやかな減少傾向

で推移している。（統計表第２表） 

離婚率を広域圏・市町村別にみると，広域圏別では石巻圏が 1.75 と最も高く，続いて仙台都市

圏 1.68，大崎圏 1.61，栗原圏 1.50，気仙沼・本吉圏 1.48，登米圏 1.37，仙南圏 1.36 となってい

る。（統計表第４表） 

市町村別では，最も高いのは七ヶ宿町 4.18 で，続いて女川町 2.31，大衡村 2.25，大和町 2.15，

南三陸町 1.98 となっている。一方，最も低いのは大郷町の 0.85 で，続いて丸森町 0.94，白石市

0.98，松島町 1.10，角田市 1.12 となっている。（統計表第４表） 
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